
これまでの意見の整理  

■「地域福祉が取り組むべき課題について」に関する意見   

■「地域の要支援者への支援のあり方についで躍関する意見  

那地域福祉を進めるためのシステムのあり方に剖、で』に関する意見   

■「住民参加について」に関する意見  

厚生労働省社会宮援護局  

地域福祉課   



∴∴二∴守■藩薄摘㍉  

0 孤立しやずいÅ々   

国 費鼻者。特に申年実年を含めた男性単身者。   

蜃 ヨミュニケ愉ションが難しい人、自分から生活を壊しでしまう泉、虐待しでいる自覚のなら、泉。   

闘 周りとうまくいかない人や周囲が迷惑と感じるようなÅ。   

汚 介護に追われて』、る、卿人親世帯など（必要があるにもかかわらず）地域との関係を持つ余  

裕儲ない泉。   

騨 同居家族により虐待されている人。  

○ 孤立して』ヽる子育て家庭。  

◎ 身近な相談者、生活変化を察知してくれる関係を持たない蜘Å暮らし句高齢者障害者のみ世帯。  

0 日常的なつながりのできていない災害時要援護者。（高齢者も障害者毎日本譜のわからない外   

国人など）  

0 日本人と同様に生活課題をもっているが労働問題に規定されており問題が複合化忠君いる外   

国Å労働者。  

昏 虐待被害や消費者被害にあっても自ら被害を自覚したり訴えることのなb、Å々 。  

¢ 家事ができな』篭亀幽鬼暮ら』になるた生活ができない男性。  

り暮bし、あるいは家族がいても支えにならず、その上、地域から孤立していたり、判断能力  
十分等により自ら問題解決に向かうことができない状態にある人々澗題解決能力が不十  

・・J家族や友人、地域などの身近なセイブティネットがうまく働かない状態にある人々j  

ート   



・・．・r∴－∵・妄・；∴ ・；こ・・．－－－・妻一′ト・、ト  

、i制度の狭間にある者（地域の要支援者）   
0 問題解決能力が不十分かつ家族や友人％地域などの身近なセイブティネットがうまく  

働か魔㍍状態にある丸々への対応。  

2巴既存施策では応えきれぞいないこ陶窯   

◎ 紗とり暮らし高齢者や障害者等のゴミだしや電球の交換のような「時々」Fちょっとした己  

魁儲手伝い。   

◎ 要支援騨要介護にならない軽度障害、病気や怪我による㈹時的な要支援状態等にある   

Å々の買物や外出支援などのこ榊ズ充足。  

二j 地域の意識から生まれる問題   

◎ 自死遺児、難病家族など少数者への地域の差別偏見卑無理解。   

◎ 病院や施設からの生活移行を受け入れる地域の受け皿づ宅り。  

尋琴線禽的な対応の不幸分きから生まれる問題   

0 要介護者と精神障害者、βVと芋ども払、うような複合的な課題のある世帯に謝し％責  

任を持富首複数め制度を組み合わせる人がおらず、ひとつの家庭を支えき覿濡甘嗜錆㌔  

L ．。一、、．】．．  
一－2－   



ごこ饗寛終審ノ〆■さ、＼昭窯嬢臆戯魁曙感畢な視点百芸開ず感激愚詠   

田サ叫ピ呆を利用する動機は、身体が不自由で食事を作れない払㌔うような、提供側が想定し   
ぞ齢思理由だlナではなく、サ剛ビスを利用した方が自分で行うより経済的だからとかや自分で   

行った経験がないのでできないからといった理由が含まれていることもあるので、そもそも主観   
盛での自立出豊何鍵   

屋恕風≡閥必要がある。  

田 自分で生活に必要な≡とができるように  する視点が必要。  

日 生活曹メ呆タがどこにどの位あるか、「生温炒巨」が東事。生活賦私訝認ネぷ凄毒   

緋訊が軌拍専が必要。  

i．さ．ぺが  うぎ≡する必要。   らて：、■†≠二・＿＿二＿   

田 引き這もりの泉でも3Å位は接触できる泉を持っ竃♭篭るもの。   

朗鮎腰係を剋必要がある。  

－3・・・  



〆謹鷺寛嬢審く㌦¶も丸爵窯撰爵鼎俸純な憲法百芸開ず愚意魔諌  
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が重要。  

心を病ゐ竃い患介護者乳助吐観遡魔塵が必要。  

ポ虎ヂ訟臣は％F星蜘。  

■堅息基⊇塵豊三並盈婁  で済むことがた≪さんある。  

（事業の頻度より）痩地這皇が大事。そこからつながりが生まれる。  
骨もそも戯羞塵腹なぜ起  必要。（サ触ビスへのアクセスとの関係等）  のかの   

壊＝ピ．竣 重援が必要。  

その先の生温全軌應（主治医のような仕組み）が必要。  

若年認知症革のようなサボ叩卜されることに抵抗感をもつような要支援者の場合、デイサ晰ピ   

鼠臆も利用者としてではなく％ボランティアの位置づけで参加するなど戦塵金姐出藍   

魁豊艶娃亀二塁象組組も有効な方法。  

0（介護家族同±の出会いと支えあいなど）皇室豊慶地 豊艶宜。  

◎ 骨脚ピ鼠は、（意図する）特定の目的だけでなく≠見守り等その他の機能も併せ持ち（機能が  

広が削牒堵射ものなのでもサ肋ビスと生活の総合性との関係に  ・二）い一仁愛理が必二乳  

い ミ、∴i・ヾルjサ、、、・ビスを利用すると地域の・・rこノ了：i：卜…マルネ、．ソトリ・－－ヤから切れ、．（－．メニj・、“、デ   

ブ』）菅馴ビスの利用をやめると（フォ剛マル）サuビスのネットワ輌タから切れてしまう。豊＝藍   

盈鮎が必要。（芝虹鋤ビスのネッ巨習て象藍艶塊  

をつくる必要性）  叶卜∴′ノ1卜∴亘：ルネット   

－4－   



1豪糞緩薗を禽恕‡鰻壌⑳鬼磯匡芸封ずる働き劾篭暗も鰻磯辟清勒辟轟り蒸暑芸綿ず愚意魔誕  

佃鱒翔儀瀾汗乳酪療磯感懐鳩脛  

0 ∈自分から）助lナを求めさえずれば9割は助けてくれるもの。（助ける側め体制だけでな≪、む』  

が必要。  

◎飽書艶独担凰盤が大切。介護者になった時に過剰反応しな宅てよいように   

広ぼ管鉢㍍通が必要。  

◎災害時支援にも防犯にもつながる日常の顔咄が必要。  

など地域が持つべき機能を  すことが必螢。  

∈∋ 農守るとい  。監視と見守りは紙鵬重。監視から見守りへ。  

◎整地畳む現実。そ袈重みんなで支え亀≡とが必要。  

0福祉が高齢者和むでも豊寛掛る。予どもの湘軍愚   
ぬ塵＞這起が必要。  

ヒ具体的事例】  

（社 協）  罰 か地域の見守り訪問やいきいきサロンで⑳顔みしり関係が日常の関係に慧ながっ  

でいるー，  

∈≡鷹帝） 陪 電球交換など隙間サⅦビスを1時間柑0円で行う「ちょ這っと普酬ピ呆』。  

應 傾聴ボランティアなどF訪問させでもらう」取組。  

∈すずの会）野 見所しぞも参加できるミニデイサ嘲ビス。Å所しでも訪問し関係を切らな』箋。ケ  

ウ呆へのF押しかけデイ」。地域のÅが利用できる特養内の喫茶店。  

気になる人を・人以上入れるご近所サ・‥シjL・「ダイサモーンドゥラブ．…。  

（常盤平団地自治会）繊安心登録力榊ド、安否確認活動、緊急通報体制（孤独死㍗相磯右  

ー▼15－   



．、∴ ∴∴・・．・こ、√－∴．・∴  

ヨミュ三ティ施策も地域包括支援センタ柚笥地域福祉計画、その他の蔓性芝避藍皇義盛埜畳恕議   

論必要。王ヨJアをすべて畑致させる必要はないにじろ、合意形成が必要。  0 墟威風真底あ雌 。中学校区は乗きすぎでか   
学校区はかさすぎるので、それ以外の基準として腰示すほうがよ♭箋。  
○ 芸者プアほw応示すが専業際には曖昧がよく。豊墾A慶，哀願願慮憂患二鼠蔓考えるべ蓉。  

監具体的事例ヨ  

（伊賀市）旺 圏域5層（①市域、②旧市町村域、③住民自治協議会単位も④自治会や地屡社協単位争  
⑤自治会の絶や班）のうち、第3層の住民自治協議会を住民が最も活動しやすしも範囲で  
あるとして福祉区と位置づけ。  

（宝塚市社協）臼 ヲつのブロック（Å口3万人）と20のヨミュ三ティ組織（か学校区程度右太目笥万人）を  

地域活動の基盤とし、7つのプロッタごとに地区七沙夕間を設置  
∈三鷹市）既 習つのヨミュ＝テイ（中学校区）に市民運営のヨ霊ユ≡ティセおタ榊を設置  

∴廿賢ニ   



・ ∴ ′・・・∴  

義盛担．拉藍  ミ、‥J   、かなりのことができる。  
① 組織に見ると自由に言えないことが雌辻鼠皇亀⊇豊艶  、できる。  
田共通理解を高めるため、息臨地区社会福盤 藍亀鑑蓋塞塵 劾笠課題に取り   

組む≡と。  

⑳ 関係機関との  Jで針ここ～一－ズ把掩、   

情報共有、連携。  
0藍簸蕊廟堂盈（をするための取材を）通じて専門機開との関係づくりができる。  

ということを続けることで句民生費最との関係が強まる。  田 民生委員と   

i∴〉 ＿塗．濃周域、専門担．当音レうノし、代表煮上どゝルの会議開展＼対応体j臥 、  

E具体的事例】  

（常盤軍団地自治会）思 自治会、地区社会福祉協議会、民生費農の役員の兼務。  
疲 地区社会福祉協議会の評議員に地域を構成するあらゆる団体に泉っ貰もらう≡と。  
醐 自治会広報誌の発行。  

（伊賀市社協）頗「伊賀相談ネットワ伽ク」（毎月開催、民生費最勘払配車相談員、法律、外国Åこ福  
祉、医療、警察などメンバ棚約40名）。  

毘 3ヨのレベルF生活圏域の地域支援者会議㌦専門担当者レベルの地域ケア会議」  

許代表者抄曳船の地域福祉推進委農会jで検討し対応する地域唐アシ呆テム。  
（すずの舎）絨「野川セブンj（地区社協も町内会、民生委員、介護事業所亀施設、行政等別間棒儲  

関係者ネットワ戯タグル膵プ）。  
行政＄唐芋冒ネがヤ問、事業所、地域包括支援セおタ闘等との定期的なケヂ会議。  
這とあるごとに何度でも集まって話し合う。  
介護情報誌の発行。  

ー7－   



．－■i・・．－∴．；・・拝キー㌧こ・、、∴一卜  

√．ii針こきけい′いこ岬：ギ」も実際は  盈。行動を起こ♭に≪いだけ。  

0．藍盟這藍  。（制度で応えられないこ触ズを見る必要）  からはみ  

く．ノ・小学校区、では広ぐこ見えない。町内会も500世帯では見えない。住  孟昌象ら盈盈愚息  

0 住民ほ深刻になる前兆をつかんでいる。塵民胞貰   

いけは、民生委員等のル・－・卜にうまく乗らない人をサ・－＝ビスにつなぐことができる．．  

0 蔓＝過ご近所から組み立てなぁ宜（ご近所社協づ≪り）。  
0 福祉が高齢者中心になり子育て家庭の悲鳴や虐待提岩屋していな』、〈もっと目を向けるべき）。  

0 屋盗塵凰誠適撰凰乳芸通がる拉丁卜を確立する。  

とは、ニーズの発見につながる。  く，－さ －・巨ソ＿i－；～∴－・李  

検討．．．  言．〕ニータ   
0 発見、相談ち見守りなどを   

⑳ ケア論だけでは地域ケアはできない。小地域活動とめ関係が乗切でありち   

必要性がある。  

監異体的事例選  

（伊賀市社協）田 地域福祉の圏域5層のうち第1血4層憲でで相談に乗れる体制を作ろうとしで』もる。  
r 民生委員に、困っている人を探すことと（社協に）つなヾこことをお願いし、解決まで  

伽緒に行う。その結果民生委員との関係も強爵軋社協に情報がÅるようにな∋た。  

－8－・・   




